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議
長
あ
い
さ
つ

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
昨
年
の
高
原
町
議
会
で
は

議
会
基
本
条
例
制
定
に
向
け

た
取
組
や
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
あ
る
い

は
道
州
制
問
題
に
対
し
、
反

対
決
議
や
国
へ
の
意
見
書
を

送
付
す
る
と
と
も
に
、
県
へ

の
要
望
活
動
を
行
う
な
ど
様

々
な
課
題
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　
高
原
町
に
は
他
に
も
色
々
な
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
の
一
つ
に
少
子
化
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
若
者
を
増
や
し
、
本
町
に
活
気
を
も
た
ら
す
た
め
に
は
一
刻

も
早
く
、
大
胆
で
思
い
切
っ
た
施
策
を
実
行
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
我
々
町
議
会
と
し
て
も
何
が
出
来
る
の
か
、
真
剣
に
議
論
し
、

か
つ
是
非
は
し
っ
か
り
と
見
極
め
な
が
ら
、
更
に
町
民
の
皆
様

の
期
待
に
添
え
る
議
会
を
め
ざ
し
て
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます

高
原
町
議
会
議
長

　
　

  

前 

原  

淳 

一
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　高原町議会は昨年１２月４日に本町の緊急かつ切実な要望５項目を河野県知事

に申し入れました。なお、これには、丸山県議会副議長も同席しました。

▲丸山副議長へ要望

▲知事へ要望

▲環境森林部長へ要望

▲商工観光労働部長へ要望 ▲県土整備部長へ要望

宮崎県に５項目の要望 河野県知事に申し入れ

　①広原小付近の町道交差点の県道西麓小林線の道路整備。

　②県道高千穂峰狭野線の道路改良。

　③宮崎フリーウェイ工業団地の活用。

　④九州自然道（御池周回コース）の崩落箇所の早期復旧整備。

　⑤県道有水高原線の歩道設置と２車線改良の早期実現。　

【要望５項目】
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　平成２５年１２月定例会は１２月１１日から１６日までの６日間の会期で

開かれました。今回の定例会は閉会中の審査となっていました平成２４年度

一般会計歳入歳出決算認定、特別会計決算認定、企業会計決算認定の計１０

件と平成２５年度補正予算３件、人事案件３件、条例改正４件、その他２件

の審議を行い、平成２４年度一般会計歳入歳出決算認定と同国民健康保険特

別会計歳入歳出決算認定については不認定となりました。

●主要指数●町債年度末残高推移

年 度

 区 分
平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

財  政  力  指  数

経常収支比率 (％）

公  債  比  率 (％）

実質収支比率 (％）

０.２３９ ０.２２７ ０.２１６

９０.０％

１４.４％

１５.４％ １４.１％ １３.２％

１３.７％ １３.２％

９０.８％ ９２.３％

・財政力指数は、１に近いほど財政力が強い。

・経常収支比率は、７５％を超えないことが望ましい。

・公債比率は、１０％を越さない程度が望ましい。

・実質公債比率は１８％以上になると新たな起債には県の許可が

　必要となる。

１２月
定例会

平成 24 年度一般会計決算歳出額

５６億３５,７６７千円
諸支出金

10,820

0.2%

歳　出

5,635,767

千円

歳　入

5,772,832

千円

議会費

77,090

1.4%

その他2

21,735

0.4%

町税
702,222
12.2%

自主財源
  1,451,739
        25.1%

繰入金
326,362

5.7%

分担金
負担金
91,622
1.6%

繰越金
112,376

1.9%

その他1
219,157

3.7%

地方交付税
2,792,304

48.4%

依存財源
     4,321,093
           74.9%

町債
475,777

8.3%

国庫支出金
480,879

8.3%

県支出金
393,396

6.8%

地方
譲与税
79,758
1.4%

地方消費税
交付金
77,244
1.3%

総務費

985,719

17.5%

民生費

1,400,611

24.8%

衛生費

521,827

9.3%

労働費

14,597

0.3%

商工費

220,361

3.9%

土木費

360,497

6.4%

消防費

49,487

0.9%

教育費

493,583

8.7%

災害復旧費

18,889

0.3%

公債費

995,395

17.7%

農林水

産業費

486,891

8.6%

100
（億）

50

0
18年

89.3 83.6 78.2 73.0 67.5 62.2 57.9

19年 20年 21年 22年 23年 24年

（単位：千円 , %）（単位：千円 , %）



5

一般会計予算・決算常任委員会審査報告

平成２４年度高原町一般会計歳入歳出決算認定・・・不認定

　歳入総額は５７億７,２８３万２,４９４円、前年度と比較し、５億２,３８１万

１,４１５円の８.３％の減、歳出総額の５６億３,５７６万６,６３２円、前年度と

比較し、４億９,８５０万９１１円、８.１％の減となっています。

　翌年度へ繰り越すべき財源は、繰越明許費繰越額３,８８１万円、実質収支額

９,８２５万６,０００円となっています。このうち、５,０００万円を基金に積み

立てたものであります。

　厳しい財政状況の中、全職員が行財政改革を真摯に受け止め、合理化や経費

節税に努力されており、予算執行については、住民福祉の向上、産業の振興、

教育・生活環境の整備等が図られているが、一部当初予算に計上しながら執行

されていない事業がありました。

（委員会の意見）

　これまで多くの町民に利活用されてきた、ふれあいカレンダーが、予算計上

されていたにもかかわらず、執行されていない。

　今回の案件はカレンダーの作成をしないと判断した根拠が、一部の聞き取り

調査のみで終わり、充分な論議がされていない。また、その後の適正な事務処

理もされていない。

　予算はその事業の目的と、事業効果、また、住民サービスへの影響について、

議会において慎重審議され、議決されたものである。計画的、効率的な執行を

図り、財源の有効活用に努めるよう要望する。

▲ふれあいカレンダー ▲各学校に整備された空調設備

議会だより №46
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特別会計・企業会計決算審査報告

○総務経済常任委員会

*住宅新築資金等貸付事業特別会計

　歳入１８６万７,０５５円、歳出１６９万６,０００円、差し引き１７万１,０５５

円の決算である。債権の年度末残高は３,６６８万３,６８１円となっている。

（委員会の意見）

　貸付金の回収事務は、今後も債務者や保証人の呼び出し、戸別訪問、催告等を

徹底し、償還に誠意のない者については、法的措置等も念頭においた対応を望む。

*農業集落排水事業特別会計

　歳入２,５６６万２,０４７円、歳出２,５０３万７,２５４円、差し引き６２万

４,７９３円の黒字決算である。

　歳入は使用料５０５万１,５２０円、一般会計からの繰越金１,５４８万２,７１７円、

繰越金１１０万７,８１０円である。

　歳出は農林水産業費９５５万４,５３４円、公債費１,５４８万２,７２０円となっ

ている。今年度は２戸が加入し、加入率は６９.５％である。未加入者の理解と協

力を求め、加入促進に努めてほしい。

*公共用地取得事業特別会計

　歳入は６２８万２,５７２円、歳出６２８万２,５７２円で差し引き０円である。

歳入は一般会計からの繰入金６２８万１,６２３円、繰越金９４９円である。歳出

は公債費６２８万２,５７２円となっている。

　本特別会計は高原町土地開発公社が所有する総合運動公園用地を計画的に買い

戻していくために、平成１４年度に設置されたが、平成２４年度をもって廃止さ

れたものである。

*水道事業

　給水人口は１０,０８８人、給水件数４,５０８

件、年間配水量１６０万４,１４２㎥、有収水量

率７６.９％となっている。

　営業収益は１億７,３００万１,９８９円、営業

費用は１億４,４２０万９４１円で営業利益は

２,８８０万１,０４８円となっている。

*工業用水道事業

　用水の供給がないため収益的収支はない。

　資本的収入は２２６万８,４６７円、資本的支出は建設改良費８７万４,８１１円

と企業債償還金１３９万３,１３１円となっている。

▲上水道配水池（水源地）
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特別会計・企業会計決算審査報告

○文教厚生常任委員会

*国民健康保険特別会計・・・不認定

　歳入１７億３,８１５万８,５３６円、歳

出１６億８,６７６万７,３３７円、差し引

き５,１３９万１,１９９円の黒字決算であ

る。

　平成２４年度の加入状況は年平均被保

険者数で３,５３９人で世帯数は２,０７５

世帯である。保険税滞納額は前年度比４.８％減の８,０５７万２,７１７円である。

（委員会の意見）

　一般会計と共に計上されていた、ふれあいカレンダーの予算が執行されていな

い。予算はその事業の目的、住民自治に果たす役割、効果について議会において

審議され議決されているにもかかわらず、今回の案件は執行されていない旨の根

拠が明確でなく、理解されるものではない。

　また、一連の事務対応も適格性を欠いている。

　今後においては、予算編成、議会の議決、予算の執行の流れを重視し、適正な

予算の執行に努めるよう要望する。

*介護保険事業特別会計

〔保険事業勘定〕

　歳入１０億４,４２４万８,９０３円、歳出１０億７９２万５,５４８円、差し引

き３,６３２万３,３５５円の黒字決算である。

　平成２５年３月３１日現在の被保険者数は３,４６６人で介護認定者数は５５４

人である。

〔介護サービス勘定〕

　歳入３４３万２,３６９円、歳出２８０万１,７８４円で差し引き６３万５８５円

の黒字決算である。

*後期高齢者医療特別会計

　歳入２億９,８６４万５,７７４円、歳出２億９,５６５万２,５４５円で差し引き

２９９万３,２２９円の黒字決算である。

　平成２５年３月３１日現在の被保険者数は２,１８２人である。

*病院事業

　当年度の診療体制は、常勤医師３人、他職員４８人の計５１人である。

入院患者数は年延べ人数で１万６,４２１人、外来患者数は年延べ人数で４万

８,７０２人となっている。

　入院収益は前年度比４.２％増の４億１,９７５万５,２２２円、外来収益は前年度

比３.３％減の３億３４６万４,２２８円である。

（委員会の意見）

　改革プランは、平成２５年度が最終年度であるが目標達成はかなり厳しい状況

にある。更なる経営の効率化、健全化に努めらえるよう要望する。

▲特定健診を受診して !　高原保険係長
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そこが聞きたい !　問＆答

温谷文雄議員

○
御
前
迎
の
唄
等
の
復
活
を

　
　
　
高
原
町
に
は
、
結
婚

　
　
　
式
を
祝
う
御
前
迎

（
ご
ぜ
む
け
）
の
唄
や
祝
宴

で
の
雑
掌
揚
げ
（
ざ
っ
し
ょ

う
あ
げ
）
の
唄
、
家
を
新
築

時
の
基
礎
と
な
る
石
を
固
め

る
時
の
ド
ン
ジ
節
が
あ
っ
た

が
、
時
代
の
変
遷
で
今
は
唄

わ
れ
て
い
な
い
。

　
文
化
を
絶
や
す
と
復
活
が

難
し
く
な
る
。
高
原
町
民
の

心
に
残
る
唄
と
し
て
復
活
継

承
を
。

　
　
　
町
で
は
現
在
、
御
前

　
　
　
迎
の
唄
、
雑
掌
揚
げ

の
唄
は
保
全
が
で
き
て
い
な

い
。
早
急
に
唄
を
歌
う
こ
と

が
出
来
る
方
を
探
し
保
存
し

つ
つ
、
郷
土
芸
能
の
祭
り
等

で
発
表
し
た
ら
い
い
と
考
え

て
い
る
。

町民の心に残る

  唄の復活継承を

問答

一 般 質 問

答

問
○
高
千
穂
の
峰
の
登
山
口
に

　
ト
イ
レ
休
憩
所
設
置
を

　
　
　 

高
千
穂
の
峰
に
登
る

　
　
　
登
山
客
の
多
く
は
、

高
原
町
側
か
ら
の
利
用
が
多

い
が
、
近
年
は
ト
イ
レ
休
憩

所
の
あ
る
鹿
児
島
県
の
高
千

穂
河
原
か
ら
の
登
山
客
も
多

く
な
っ
て
い
る
。

　
高
原
町
か
ら
の
登
山
口
に

ト
イ
レ
休
憩
所
の
設
置
を
。

　
　
　
登
山
を
活
用
し
た
観

　
　
　
光
Ｐ
Ｒ
を
図
る
意
味

か
ら
も
必
要
で
あ
り
、
真
摯

に
進
め
て
い
く
。

▲高千穂峰　天孫降臨コース登山口
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そこが聞きたい !　問＆答

中村　昇議員

介護保険の要支援
  はずしでサービス
   低下が心配される

ち   

づ

な   

ぎ

　
　
　
区
長
さ
ん
を
含
め
お

　
　
　
伺
い
し
、
今
後
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　

○
教
育
行
政

　
　
　
宮
崎
県
で
は
、
中
学

　
　
　
１
年
で
35
人
学
級
を

実
施
し
て
い
る
。
高
原
中
学

校
で
は
、
２
学
年
が
40
人
学

級
と
な
っ
て
お
り
、
保
護
者

か
ら
２
ク
ラ
ス
を
３
ク
ラ
ス

に
し
て
ほ
し
い
声
が
上
が
っ

て
い
る
。
え
び
の
市
で
は
30

人
学
級
を
来
年
度
か
ら
行
う
。

先
生
が
子
ど
も
と
向
き
合
え

る
た
め
に
40
人
学
級
の
解
消

を
。

　
　
　
高
原
中
２
年
の
２
ク

　
　
　
ラ
ス
が
１
学
級
38
名

で
、
40
人
以
下
の
学
級
編
成

基
準
は
満
た
し
て
い
る
。
数

学
で
は
加
配
教
員
を
活
用
し
、

３
学
級
に
し
て
い
る
。
今
後

は
特
別
支
援
員
の
活
用
が
検

討
課
題
。

　
　
○
介
護
保
険
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
社
会
保
障

　
　
　
　
　
　
　
審
議
会
の

　
　
　
　
介
護
保
険
部
会
は
、

　
　
　
　
要
支
援
者
の
通
所

　
　
　
　
介
護
と
訪
問
介
護

　
　
　
　
は
市
町
村
事
業
に

　
　
　
　
移
す
と
し
て
い
る

が
、
高
齢
者
が
受
け
る
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
が
心
配
さ
れ
る
。

又
、
特
養
ホ
ー
ム
へ
の
新
規

入
居
者
を
原
則
要
介
護
３
以

上
に
限
定
す
る
と
し
て
い
る

が
、
行
き
場
を
失
う
高
齢
者

も
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
要
支
援
者
が
十
分
な

　
　
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
ず
に
、
介
護
度
が
重

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

又
、
本
町
の
要
介
護
１
・
２

の
待
機
者
が
12
名
。
こ
の
方

々
が
入
所
で
き
な
く
な
る
。

全
国
町
村
大
会
で
受
け
皿
等

に
つ
い
て
国
に
要
望
し
て
い

る
。

○
防
災
対
策

　
　
　
避
難
所
は
41
ヶ
所
。

　
　
　
避
難
所
の
安
全
性
を

確
保
す
る
た
め
に
昭
和
56
年

５
月
以
前
に
建
築
さ
れ
た
建

物
に
つ
い
て
は
（
耐
震
化
）
、

ど
の
よ
う
に
す
す
め
る
の
か
。

　
　
　
昭
和
56
年
以
前
の
施

　
　
　
設
が
10
ヶ
所
で
、
う

ち
小
塚
公
民
館
は
平
成
26
年

度
で
建
築
し
、
他
の
施
設
は

今
後
検
討
す
る
。

　
　
　
並
木
児
童
館
は
昭
和

　
　
　
53
年
に
建
築
、
今
は

老
朽
化
し
、
世
帯
数
も

５
０
０
戸
を
超
え
行
事
で
も

手
狭
に
な
っ
て
い
る
。
集
会

所
と
し
て
の
改
築
の
考

え
は
。

▲昭和 53 年に建築された並木児童館

○
少
子
化
対
策

　
　
　
行
政
調
査
で
鳥
取
県

　
　
　
の
智
頭
町
と
岡
山
県

の
奈
義
町
を
視
察
し
た
。
智

頭
町
で
は
中
学
卒
業
ま
で
、

奈
義
町
は
高
校
卒
業
ま
で
医

療
費
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

本
町
で
も
助
成
の
拡
大
を
。

　
　
　
平
成
26
年
度
予
算
で

　
　
　
十
分
検
討
し
た
い
。
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松元茂春議員

　
　
　
　
○
重
点
施
策
は

　
　
　
　
　
　
　
平
成
26
年

　
　
　
　
　
　
　
度
の
予
算

　
　
　
　
時
期
に
当
た
り
、

　
　
　
　
一
般
財
源
の
確
保

　
　
　
　
が
厳
し
く
な
る
中

　
　
　
　
で
第
５
次
総
合
計

　
　
　
　
画
、
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
で
事
業
計
画
が

示
さ
れ
て
い
る
が
、
限
ら
れ

た
財
源
を
有
効
活
用
す
る
た

め
に
予
算
編
成
に
当
た
り
、

ど
の
事
業
を
最
重
要
、
最
優

先
と
位
置
づ
け
ど
の
事
業
を

軸
と
し
た
予
算
編
成
を
考
え

て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
今
後
の
新
規
事
業

な
ど
の
方
針
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
平
成
26
年
度
は
、
町

　
　
　
制
施
行
80
周
年
の
記

念
す
べ
き
節
目
の
年
を
迎
え

る
。

　
先
人
の
築
か
れ
た
我
が
ふ

る
さ
と
高
原
の
さ
ら
な
る
発

展
に
向
け
情
熱
と
誠
意
を
持

っ
た
予
算
編
成
に
取
り
組
む
。

　
重
点
施
策
に
お
け
る
最
重

要
、
最
優
先
と
し
て
位
置
づ

け
る
事
業
は
、
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
振
興
を
は
じ
め
、

商
工
業
振
興
事
業
の
推
進
、

観
光
振
興
事
業
の
推
進
を
図

っ
て
行
く
。

　
ま
た
、
定
住
化
対
策
は
子

育
て
支
援
を
含
め
、
定
住
移

住
し
て
来
や
す
い
よ
う
な
住

宅
施
策
、
住
宅
建
設
に
対
し

て
重
点
化
し
た
予
算
を
組
め

な
い
か
、
定
住
対
策
本
部
で

検
討
中
で
あ
り
財
源
の
許
す

範
囲
の
中
で
事
業
に
取
り
組

ん
で
行
く
。

　
新
た
な
事
業
と
し
て
は
、

町
制
施
行
80
周
年
記
念
事
業
、

新
燃
岳
噴
火
災
害
対
策
は
も

と
よ
り
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
な
ど
に
備
え
た
総
合
防

災
対
策
事
業
や
水
田
農
業
経

営
確
立
対
策
事
業
、
総
合
運

動
公
園
整
備
基
本
計
画
（
総

合
体
育
館
建
設
）
の
実
現
に

向
け
取
り
組
み
を
強
化
し
た

い
。

　
さ
ら
に
、
第
５
次
総
合
計

画
に
基
づ
く
分
野
別
施
策
の

事
業
に
つ
い
て
も
、
行
政
の

果
た
す
役
割
と
責
任
を
明
確

に
し
た
上
で
町
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る
た
め
の
事
業

に
取
り
組
む
。

　
　
　
町
制
施
行
80
周
年
記

　
　
　
念
事
業
の
取
り
組
み

は
。

　
　
　
町
制
施
行
80
周
年
記

　
　
　
念
事
業
を
最
重
要
、

最
優
先
の
課
題
の
一
つ
と
し

て
位
置
づ
け
、
平
成
26
年
１

月
か
ら
平
成
27
年
３
月
ま
で

を
80
周
年
の
年
と
捉
え
、
各

種
事
業
を
展
開
し
た
い
。

　
ま
た
、
過
去
の
事
例
を
参

考
に
10
月
５
日
（
日
）
に
記

念
式
典
を
開
催
す
る
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▲
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そこが聞きたい !　問＆答

農業政策
　 について

を
十
分
に
反
映
し
、
農
業
者

に
と
っ
て
生
産
意
欲
が
向
上

し
将
来
的
な
経
営
展
望
が
描

け
る
制
度
の
構
築
等
に
つ
い

て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ

て
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
こ
の
政
策
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ

　
　
　
と
関
連
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
か
。

補
助
金
の
減
額
、
二
つ
目
に

飼
料
用
米
等
へ
の
支
援
の
拡

充
、
三
つ
目
に
日
本
型
直
接

支
払
い
制
度
の
創
設
な
ど
が

主
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
う
ち
米
の
直
接

支
払
交
付
金
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
半
額
と
な
る

７
、
５
０
０
円
に
削
減
さ
れ
、

昨
年
度
の
実
績
か
ら
見
る

と
高
原
町
全
体
で
は
約

２
、
４
０
０
万
円
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
。

　
新
規
需
要
米
の
交
付
単
価

や
支
払
い
制
度
の
詳
細
が
ま

だ
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
の

で
、
現
段
階
で
は
町
内
へ
の

影
響
を
十
分
に
把
握
す
る
こ

と
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
や

県
に
対
し
て
は
、
関
係
団
体

と
も
連
携
し
て
地
域
の
特
色

森山　勇議員
○
農
水
省
の
新
た
な
水
田
政

　
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
平
成
25
年

　
　
　
　
　
　
　
11
月
26
日

　
　
　
　
発
表
の
「
農
水
省

　
　
　
　
の
新
た
な
水
田
政

　
　
　
　
策
に
つ
い
て
」
こ

　
　
　
　
の
新
た
な
「
水
田

　
　
　
　
政
策
」
を
町
長
は

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
ど

う
評
価
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
水
田
活
用
の
直
接
支

　
　
　
払
い
交
付
金
を
有
効

に
活
用
し
な
が
ら
、
飼
料
用

米
を
は
じ
め
麦
や
大
豆
な
ど

戦
略
作
物
の
本
格
化
を
進
め
、

水
田
の
フ
ル
活
用
を
図
っ
て

い
く
べ
き
と
受
け
止
め
て
い

る
。

　
新
た
な
米
政
策
に
つ
い
て

は
、
一
つ
目
に
米
の
直
接
支

払
交
付
金
、
い
わ
ゆ
る
減
反

問

　
　
　
こ
の
政
策
は
、
10
年

　
　
　
後
の
農
業
の
成
長
産

業
化
を
見
据
え
、
生
産
者
や

団
体
等
の
主
体
的
な
経
営
判

断
や
販
売
戦
略
に
基
づ
き
需

要
に
見
合
っ
た
米
を
生
産
す

る
構
造
改
革
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
お

り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
わ
ら

ず
、
新
し
い
水
田
政
策
が
進

め
ら
れ
て
い
く
も
の
と
推
察

を
す
る
。

▲稲刈り風景
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委 員 の 選 任

平成２５年度一般会計補正予算（第４号）

【主なもの】

　*元高原高校校長住宅購入事業・・・・・・・・・・・

　*障害者介護給付・訓練等給付費・・・・・・・・・

　*未熟児養育医療事業・・・・・・・・・・・・・・・

　*市町村地域自殺対策緊急強化事業・・・・・・・・・

　*次年度カレンダー作成費・・・・・・・・・・・・・

　*浄化槽設置整備事業補助金（６基分）・・・・・・・

　*就農給付金事業補助金・・・・・・・・・・・・・・

　*宮崎フリーウェイ工業団地企業立地促進補助金（３社）

　*町観光協会補助金（日本発祥地まつり他）・・・・・

　*地域の芸術文化環境づくり支援事業

　　　  （みやまコーラス結成２０周年事業）・・・・・・

　１,５５４千円

１７,７９２千円

　２,８８２千円

　１,４０４千円

　１,７００千円

　２,２３８千円

　１,５００千円

　２,７２６千円

　１,２４５千円

　　

      １００千円

歳入歳出　　　 ３,204万４千円(追加)

総　　額   ５3億 887万７千円

“茶飲み場”たかはるハートム

・・・・・・・

増 田　賢 一 氏
（再 任）

固定資産評価審査委員

山 崎　　 勇 氏
（再 任）

公平委員会委員 公平委員会委員

前 原　延 幸 氏
（再 任）
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行 政 調 査 報 告
【定住化対策について】総務経済常任委員会

【調査内容】
　・定住化対策について　　　・住民参加の町づくりについて
　・「子育て応援宣言のまち」について　　・農業振興策（有機農法等への取り組み）について

◎歳　入　６,１５７,９４９千円

◎歳　出　５,８３９,７５６千円

【健康づくりについて】
文教厚生常任委員会

○健康づくり推進に向けた取り組みについて

　　飯島町、木曽町の両町とも国・県の健康づくりの基本方針に基づき、健康に関する諸計画が

　策定されており、健康づくり事業の推進に当たっては、医師会や関係する諸団体をはじめ、各

　地域に配置されている健康推進員との連携の基に、町民と一体となった健康づくり事業が進め

　られている。

　　又、保健指導についてもレセプトの分析によるデータや特定健診の結果等を基にきめ細かな

　指導が行われており、一人当たりの医療費の抑制にも繋がっている。

　　飯島町においては、人工透析者の原因疾患を分析し、そのデータを基に町の職員が自ら立ち

　上げたアジサイの会が主体となって腎臓病予防の教室が開

　催されており、新規の透析患者数は少なくなってきている。

　　本町においても、国の健康増進法の基本事項改正を踏ま

　え、本年度に町の健康増進計画が策定されることになって

　いるが、策定に当たっては国・県等が求める数値目標の設

　定とそれを実現できる体制の整備が必要と思われる。

　　　　　　

◎人　口　　７,７１８人

◎面　積　２２４.６１㎢

【調査内容】
　・町づくりについて（村おこし運動、百人委員会、移住定住支援等について）
　・少子化対策（子育て支援策）について

【総括】

　高原町では、平成２４年度から「１万人の笑顔あふ

れるたかはる復活創造事業」を創設し、人口１万人へ

の復活をめざして定住対策に取り組んでいる中で、定

住対策等に積極的に取り組まれ、成果をあげている２

町を研修した。

○智頭町（ちづ）

　

・調査日　平成２５年１１月２１日　・調査地　鳥取県智頭町、岡山県奈義町

・調査日　平成２５年１０月２８日〜２９日　・調査地　長野県飯島町、木曽町

○奈義町（なぎ）

◎人　口　　６,０８５人

◎面　積　　６９.５４㎢

◎歳　入　４,３９２,８９９千円

◎歳　出　３,８８３,５４９千円

23年度普通
会計決算額

23年度普通
会計決算額

*一人当たりの医療費　飯島町　２５３,８０３円

　　　　　　　　　　  木曽町　２３３,０７３円

　　　　　 　　　　　(高原町　３６４,６５３円) ▲木曽町

奈
義
町

▲
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「○」：賛成、「●」：反対、「除」：除斥、「棄」：棄権、「欠」：欠席、議長（前原）は採決に加わらず

平成２５年　第６回定例会議議決内容

平成２５年１２月１６日　月曜日

議案番号

議
決
結
果

件　　　　　名

①
鹿
嶋
重
明

②
森
山
　
勇

③
中
村
　
昇

④
清
水
公
雄

⑥
松
元
茂
春

⑧
温
谷
文
雄

⑨
入
佐
廣
登

⑩
前
原
淳
一

⑤
北
迫
　
泉

⑦
宮
司

不認定

認定

認定

不認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

● ● ● 欠 ○ ○ ● ● ● −

○ ○ ● 欠 ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ −

● ● ● 欠 ○ ○ ● ● ● −

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ● 欠 ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ● 欠 ○ ○ ○ ○ ○ −

議 会 の 動 き
１２月１１日〜１６日

　１月　５日

　　　１０日

　　　１２日

　　　１５日

　　　２０日

　　　２９日

　２月　３日

　　　１３日

　　　１３日

　　　２５日

第６回定例会

成人式

議会だより編集委員会

消防出初め式

議会改革特別委員会

議会だより編集委員会

時局講演会（綾町）

日本発祥の地まつりウオーキングコースごみ拾い

小林高原衛生事業組合議会

霧島美化センター事務組合議会

西諸広域行政事務組合議会

認定第１号

認定第２号

認定第３号

認定第４号

認定第５号

認定第６号

認定第７号

認定第８号

認定第９号

認定第10号

平成24年度高原町一般会計歳入歳出決算認定について

平成24年度高原町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成24年度高原町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成24年度高原町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

平成24年度高原町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成24年度高原町公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成24年度高原町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

平成24年度高原町水道事業決算認定について

平成24年度高原町病院事業決算認定について

平成24年度高原町工業用水道事業決算認定について

可決

可決

同意

同意

同意

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第56号

議案第61号

同意第５号

同意第６号

同意第７号

議案第55号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

議案第62号

議案第63号

高原町税条例の一部を改正する条例

平成２５度高原町一般会計補正予算（第４号）

公平委員会委員の選任について

公平委員会委員の選任について

固定資産評価審査委員の選任について

財産の交換・譲与・無償貸付け等に関する条例の一部を改正する条例

高原町児童プール及び児童遊園の設置並びに管理運営に関する条例の一部を
改正する条例

国民健康保険税条例の一部を改正する条例

指定管理者の指定について

財産の取得について

平成２５年度高原町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

平成２５年度高原町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
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商工会と意見交換（11月7日）

所管事務調査

　総務経済常任委員会は高原町商工会における実態を長崎商工会長ほか、副会長、商業部会長、

工業部会長、サービス観光部会長、青年部長、女性部長、顧問、事務局長を交えての意見交換会

を行いました。

　現在、会員は２５６名でここ数年減少気味になっているが、青年部と女性部の活動は旺盛活発

に行われている。また、意見交換の中で、買い物難民対策や合併浄化槽の補助金枠がなくなり建

築工事ができない、高原駅から並木の町道拡幅をやっ

てほしいなど１０項目からの要望も出されました。

（感想）

　今後は、高齢化社会への積極的な対応が重要である

と思われる。「買い物難民」は現実的な問題となって

おり、購買者のニーズに応えるために、いかに買い物

サービスの提供をするか、また、足の確保が重要であ

り、行政と連携して、循環バス等の運行も考慮すべき

大きな問題であると思う。

高原中学校など実情を調査
　文教厚生常任委員会は１１月５日、１７日と１２月１９日に町内の複式学級や高原中学校の状

況を把握するため調査を実施しました。

　○後川内中学校（１・２年複式学級）

　　１年生　３人、　２年生　５人、　３年生　６人

　○高原中学校

　　１年生７９人（３学級）、２年生７６人（２学級）、３年生８３人（３学級）

　　特別支援学級　４人（２学級）

　○狭野小学校（２・３年生、４・５年生複式学級）

　　１年生　７人、　２年生　２人、　３年生　９人

　　４年生　７人、　５年生　７人、　６年生　５人

　　特別支援学級　２人（１学級）

　※　狭野小・後川内中とも小規模校ながら、人数が少

　　ないが児童数との比率で授業は濃密で恵まれている。

　　学力の差はない。丁寧に育てられている。真面目に

　　育っている。反面、競争心が芽生えないなど報告さ

　　れた。

　　　一方、高原中は１・３年生３クラス。２年生は１

　　クラス３８名で教室の広さに対して窮屈なため机の

　　大きさを小さくして、机と机の間隔をつくり、先生や生徒が教室の中を移動しやすいように

　　している。また、後川内ＰＴＡとの交流会では、６年生の卒業時、勉学と部活を選択するか

　　否かで、子供がスポーツは高校に行ってからでもできる。中学校では、勉学に励みたいとい

　　うので人数は少ないけど後中を選択した等の話も聞けた。

総務経済常任委員会

文教厚生常任委員会

▲商工会と意見交換

▲高原中２年生の教室
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シリーズ③

『
父
よ
り
』

　
食
料
の
安
定
確
保
が
出
来
る
経
営
を

　
目
指
し
て
ほ
し
い

★松山耕助さん（31歳）

【下後川内地区】

松山　法明さん方

たばこ・園芸野菜

肉用牛繁殖等

・複合経営による生産

　日本一を目指す

耕助さんの目指す目標

★石山　牧さん（24歳）

【旭台地区】

石山　宗行さん方

酪農・肉用牛繁殖

牧さんの目指す目標

メッセージ

メッセージ

・独立し和牛の生産性

　を高めたい

『
父
よ
り
』

　
世
の
流
れ
に
逆
ら
わ
ず
柔
軟
性
の
あ
る

　
経
営
を
期
待
す
る

写真右より

愛叶ちゃん　耕助さん（本人）　法明さん（父）　泰雅ちゃん　美代さん（母）

写真右より　宗行さん（父）　日毬ちゃん（1才）　牧さん（本人）


	001ページ
	002ページ
	003ページ
	004ページ
	005ページ
	006ページ
	007ページ
	008ページ
	009ページ
	010ページ
	011ページ
	012ページ
	013ページ
	014ページ
	015ページ
	016ページ

